
Q
公平で混乱のないワクチ
ン接種予約方法の採用
を！

Ⓐ
市民の皆様の混乱を少し
でも減らせるよう取り組
んでいく

Ｑ 公平で混乱のない予約方法
について伺う。
Ⓐ ワクチン接種推進室長 年

代別に予約時期をずらすなど混
乱がないよう取り組んでいく。

Q
目標を絞り尾張旭市の宣
伝、広報、営業活動を行
うべき

Ⓐ
本市ＰＲ動画を特定範囲
に広告し、予想を上回る
閲覧数を獲得できた

Ｑ 定住先を決めるタイミング

にある市内の幼稚園・保育園に

お子さんを通わせている親御さ

んにターゲットを絞り、尾張旭

市を重点的にＰＲすべきと考え

るがいかがか。

Ⓐ 企画部長 やみくもに情報

を発信するだけでなく、費用対

効果を考える必要がある。

Ⓐ 企画課長 興味深い提案で

あり、今後の方策の一つとして

検討する。

Q
市は中小事業者の産学、
企業連携を支援すべき

Ⓐ
事業者支援の検討に向け
産業振興基礎調査を実施
しニーズを把握する

Ｑ 中小事業者の新事業立ち上

げの後押しのために、市が産

学、企業間連携を経費面で支援

することについて伺う。

Ⓐ 市民生活部長 連携支援は

有意義と考える。現在、既存事

業者支援の検討のために調査を

行っており、市内事業者の状況

に合った支援策を検討していく。

Q
フードバンクへの支援強
化を求める！

Ⓐ
要請があれば緊急募集な
ど対応に努めたい

Ｑ フードドライブの通年実施

について伺う。

Ⓐ 健康福祉部長 通年実施の

考えはないが、食品寄附などの

要請があれば社会福祉協議会と

連携して緊急募集など対応に努

めたい。

市原 誠二 議員

◀QRコード

(動画配信)

Q

病気や障がいのある家族
の介護や世話を担う18歳
未満の子ども「ヤングケ
アラー」の支援について

Ⓐ

教育委員会との協力や、
介護・医療等の公的制度
を始めとした社会資源を
活用し、サポートしてい
く必要がある

Ｑ 本市の実態把握について
Ⓐ こども子育て部長 子ども

の人権を擁護するという視点

で、要保護児童対策地域連携会

議を中心に、構成部署と協力

し、支援が必要な子どもや家庭

の把握に努めている。

Ｑ ヤングケアラーの早期発見
に向けて、認知度を高めるため

の啓発や理解を深める研修、相
談体制の構築が必要と考える

が､早期発見の取組について伺う｡

Ⓐ 子どもたちへの啓発方法の

検討や、関係者間での認識を改

めて共有化するとともに、介護

や障がい福祉関係者、民生委

員・児童委員等にも、周知・協

力の依頼を行いたい。

Q

コロナ禍における「外部
講師を活用したがん教
育」のオンライン実施に
ついて

Ⓐ
講師との調整の中でオン
ラインでの実施も方法の
一つとして提案していき
たい

Ｑ 新学習指導要領に基づく中

学校でのがん教育の変更点やポ

イントは？

Ⓐ 教育長 中学校２年生で

は、生活習慣病などの予防の中

に「がんの予防」が明記され、

がんについて理解するととも

に、予防の大切さや健診の重要

性等について詳しく学習する。

Ｑ 外部講師を活用したがん教

育の更なる推進について

Ⓐ がん教育の目標での「正し

い理解」や「命の大切さ」の育

成について、がんの専門医やが

ん経験者などの外部講師との連

携は重要で効果的なことから、

機会があれば必要に応じ実施し

たい。

その他の質問項目

〇水洗化率向上に向けて

芦原美佳子 議員

◀QRコード

(動画配信)

尾張旭市議会だより令和３年８月15日

④

一般質問 ※ 議長（片渕卓三）、監査委員（篠田一彦）は、慣例により一般質問を控えています。



Q
2050年カーボンニュート
ラルに向けて本市に必要
な計画は？

Ⓐ
環境基本計画と地球温暖
化対策実行計画（事務事
業編）がある

【市としての取組】

Ｑ 地球温暖化対策実行計画

（区域施策編）策定も必要で

は？

Ⓐ 環境課長 市民や事業者へ

の取組も示していくものである

ため慎重に検討する。

Ｑ 水素ステーション誘致につ

いて

Ⓐ 市民生活部長 設置情報が

あれば県と連携して進める。

この項目のその他の質問項目

・ＬＡＰＳＳの導入について

・先駆的な取組について

ＢＤＦ精製装置について

木質バイオマス発電燃料製

造装置について

農産物の地産地消による

カーボンニュートラルにつ

いて

Q
ＣＯ2・ＣＯ2ダイエット
プラン事業とは？

Ⓐ

環境にやさしい生活「エ
コライフ」を自宅で気軽
に取り組めるようにした
事業である

【市民と取り組む事業】

Ｑ 項目の増設は？

Ⓐ 市民生活部長 もっと気軽

に、継続して取り組めるよう内

容などを検討していく。

Ｑ 本市のリサイクル率は？

Ⓐ 令和元年度は20.9％であ

る。

Ｑ リサイクル率80％台の団体

と差はどこで生まれているか？

Ⓐ 環境課長 生ごみ等を堆肥

化せず処分していることが大き

く異なる。

Ｑ 資源ごみ回収量の推移は？

Ⓐ 市民生活部長 ペットボト

ルや小型家電等は増加している

が、市・資源回収団体とも新聞

や雑誌の減少に伴い減少傾向で

ある。

Ｑ 廃食用油の収集について

Ⓐ 可能な限りリサイクルひろ

ばに持ち込んでいただくよう周

知していく。

この項目のその他の質問項目

・焼却処分されるごみの減容化

について

生ごみ処理機の購入助成金

等について

・ＥＶ・燃料電池車の普及促進

について

・ＺＥＨ住宅の普及促進につい

て

谷口 武司 議員

◀QRコード

(動画配信)

Q 情報の多様性について

Ⓐ
令和３年４月より広報広
聴課と情報政策課を企画
部に新たに設置した

Ｑ 広報おわりあさひをリ

ニューアルした意図について

Ⓐ 広報広聴課長 ３年ごとに

リニューアルしている。全世代

の方に分かりやすく、親しみや

すくなるよう、各種コーナーの

デザイン等を変更した。

Q
コロナ禍の市の財政につ
いて

Ⓐ
昨年度と比較して市民
税、固定資産税、都市計
画税合わせて約1.3％減

Ｑ ふるさと納税について伺

う。

Ⓐ 総務部長 ふるさと納税の

返礼品は半年で19種類から48

種類に拡充し従来よりも高額の

寄附額も設定した。

Ｑ クラウドファンディングに

ついて伺う。

Ⓐ 昨年、初めて「新型コロナ

ウイルス感染症対策寄附金」を

クラウドファンディングで募集

し、目標金額を上回った。

Ｑ 今後も活用するのか。

Ⓐ 財政課長 今後も単発のイ

ベントなどを中心に、積極的に

活用していきたい。

Q
コロナ禍における健康診
査の状況について

Ⓐ
各種がん検診、後期高齢
者医療健康診査等の受診
率は減少している

Ｑ がん検診者を増やすための

対策について伺う。

Ⓐ 健康課主幹 今年度も８月

実施、一部のがん検診は、11

月も実施。健康診査受診券をは

がきからＡ４判サイズに変更し

た。

秋田さとし 議員

◀QRコード

(動画配信)

尾張旭市議会だより 令和３年８月15日

⑤

一般質問



Q
コロナ禍における救急出
動回数は？

Ⓐ
急な病気、交通事故によ
る救急出動が減少

【コロナ禍における救急出動等

について】

Ｑ コロナ禍において、救急出

動における新たな対策は？

Ⓐ 消防長 通常装備の感染防

止衣の上着、Ｎ 95マスク、手

袋に加え、感染防止衣のズボ

ン、ゴーグルを追加し、感染防

止対策の強化をしている。

Ｑ 大変になったことは？

Ⓐ 消防次長兼消防署長 感染

防止衣は、通気性がないので、

夏場には体力の消耗が激しくな

る。春先から体力錬成をするな

ど様々な対策をしている。

この項目のその他の質問項目

・救急隊の資器材棚卸しについ

て

・救急隊のワクチン接種につい

て

Q
小学校の夏休みの学校
プール開放は？

Ⓐ
令和元年から全小学校で
実施しないこととした

Ｑ 水泳の授業の必要性は？

Ⓐ 教育長 自分の身を守る術

を学ぶ観点から大切な学習であ

り、小学校５年生で消防署の方

や外部講師を招き、着衣泳を

行っている。

Ｑ 学校プールの大規模改修

は？

Ⓐ 教育部長 次は本地原小学

校を予定。今後、建築後の年数

が経過していることから、建て

替えも視野に入れる必要がある。

Ｑ 今後の学校プールについて

の考えは？

Ⓐ 学校プールの在り方の検討

が必要であり、民間プールの活

用、いくつかの学校を集約する

方法、市民プールを活用する方

法、指導上での民間委託など、

検討をしていく。

この項目のその他の質問項目

・小中学校の水泳授業について

水泳の授業時間について

天候による影響について

水泳の指導方法について

安田 吉宏 議員

◀QRコード

(動画配信)

Q
コロナ禍の難局だからこ
そ、未来のための準備や
行動をすべきでは？

Ⓐ
組織変更をし、デジタル
化などに関する部署や各
部に政策課を設置した

【コロナウイルス感染症という

時代背景を将来に生かすことに

ついて】

Ｑ 震災、戦争など過去の大変

な時代を先人の方たちは、乗り

切ってきた。その経験や知識を

生かしてきたことが、今の日本

の力になっていると思う。「た

こが一番高く上がるのは、風に

向かっているときである。風に

流されているときではない。」

という言葉があるように、今だ

からこそ、未来の尾張旭市が高

く上がる準備や行動をするべき

ではないか？

Ⓐ 企画部長 今回の「感染拡

大」という未曽有の事態の中、

これまで「当たり前」と考えら

れていた行政運営の在り方に、

課題が見いだされた。まずは、

今年４月にデジタル化や市政発

信に関する部署を整備するとと

もに、各部に政策課を設置。こ

うした取組は、緒に就いたばか

りなので、今後も様々な準備や

行動を継続していきたい。

Ｑ まだまだ続くと思われるこ

の難局を健康都市のリーダーと

して、尾張旭市独自の対応や施

策を外部へ発信しているのか？

Ⓐ 健康都市の理事市である本

市への各地からの期待は大き

い。昨年10月、韓国での健康

都市連合国際フォーラムがオン

ラインで開催され、本市独自の

コロナウイルス感染症に対する

取組を発表した。また、今年３

月には、台湾の公的団体より国

際フォーラムの参加打診があ

り、ここでも発表の機会を得

た。今後も独自の取組を世界に

発信していきたい。

その他の質問項目

〇公共施設のＷｉ―Ｆｉ環境に

ついて

〇ＧＩＧＡスクール構想の健康

問題について

〇必要とされているという実感

について

早川 八郎 議員

◀QRコード

(動画配信)

尾張旭市議会だより令和３年８月15日

⑥

一般質問



Q
スマートフォンアプリの
活用について

Ⓐ

４月から運用開始した防
災アプリは、市からの情
報配信に加え、避難所ま
でのルート検索等ができ
る

Ｑ 道路等の破損状況等を把握

するためにも市民通報アプリが

有効と考えるが、導入の考えを

伺う。

Ⓐ 都市整備部長 スマート

フォンを利用する手軽さに加

え、位置情報や写真提供によ

り、状況を迅速に把握できる有

効なツールであると認識してい

る。他の行政手続のオンライン

化と併せ、庁内で連携・協力し

ながら､組織横断的に検討する｡

Q
労災病院西交差点整備の
事業スケジュールについ
て

Ⓐ
道路線形を確定し、「詳
細設計」、「工事の施
工」と順に進める

Ｑ 事業の進�状況について伺

う。

Ⓐ 都市整備部長 交差点改良

設計について、公安委員会と協

議を実施し、その過程で多くの

関係機関と調整・協議が必要と

なった。本年度はそうした調

整・協議に注力する。

Q
宅地開発におけるごみ集
積所の設置を義務化でき
ないか

Ⓐ

現在目安にしている世帯
数に応じた設置数を、
「宅地開発等指導要綱の
整備基準」に明記し、改
善を図りたい

Ｑ 近隣住民の不安を取り除く

ための説明会開催について伺

う。

Ⓐ 都市整備部長 「宅地開発

等指導要綱」では、説明会の開

催を義務付けていないが、近隣

住民の理解を得る手法の一つと

して、事業者が説明会を実施す

る場合もある。

松原たかし 議員

◀QRコード

(動画配信)

Q
避難所での電源確保につ
いて

Ⓐ

災害時における給電車両
の貸与に関する協定の締
結に向け、事務を進めて
いきたいと考える

Ｑ 避難所での電源の必要性に

ついて

Ⓐ 総務部長 近年は生活様式

も変化し、スマートフォンの充

電のための電源が求められるよ

うになっている。最近の事例で

は、停電時に充電先を求めて避

難所を訪れる方も多いようであ

る。

Ｑ 他市の給電車両貸与に関す

る協定について

Ⓐ 危機管理課長 災害時に電

気自動車の貸与を受け、避難所

の円滑な運営と市民の安全を守

るために活用すること、平常時

も電気自動車をイベントなどで

活用することにより、普及促進

を図るとともに市民の環境・防

災意識の向上を目指すなどと

いった内容となっている。

Q 特殊詐欺について

Ⓐ

令和３年は５月末現在
で、既に15件発生してお
り、守山警察署と連携し
て、注意を呼び掛けてい
る

Ｑ 防犯対策の具体的な施策に
ついて

Ⓐ 市民生活部長 地域防犯パ

トロール隊による巡回やスクー

ルガードによる見守り活動、か

けこみ110番の家への登録、防

犯灯や防犯カメラの設置など、

地域の皆様と共に取り組んでい

る。

Ｑ 本市の防犯カメラ設置につ

いての考え方を伺う。

Ⓐ 自治会・町内会などの公共

的団体が設置する防犯カメラに

ついては、防犯カメラ自体に、

犯罪抑止の効果があるととも

に、設置に至るまでに、地域で

検討された過程が、地域の防犯

意識の高揚につながり、さらに

は、犯罪のないまちづくりにつ

ながるものと考えている。

陣矢 幸司 議員

◀QRコード

(動画配信)

尾張旭市議会だより 令和３年８月15日

⑦

一般質問



Q
神戸市のヤングケアラー
支援マニュアル活用につ
いて伺う

Ⓐ
紹介のあった先進事例な
ども参考にできればと思
う

Ｑ ７年前にも問題を市議会で

紹介したが、ヤングケアラーに

ついて国の大規模調査結果が４

月に公表されるなど、ようやく

取組が始まり問題意識を共有す

ることが容易になった。

神戸市は先進的な取組を行っ

ているが、約３年前、若い介護

者が認知症の祖母を殺害してし

まった事件がきっかけだった。

「神戸市 こども・若者ケア

ラー支援マニュアル」は分かり

やすい内容になっていると思

う。

手始めに、この資料を活用

し、気付きを促す、人材育成を

進めることは着手できるのでは

ないか。

Ⓐ こども子育て部長 今後、

支援者となり得る周りの大人が

「ヤングケアラー」への認識を

深めることができるよう、取組

を進めたいと考えている。国の

動向や、議員から紹介のあった

先進事例も参考にできればと思

う。

Q
補聴器の購入補助制度を
実施する考えはないか

Ⓐ
現時点では補助制度を設
ける考えはない

Ｑ 認知症の発症要因の一つに

難聴が挙げられている。認知症

になると医療や介護など高額な

負担が生じる。認知症の発症を

防ぐ上で補聴器の装着は有効だ

と考える。補聴器の購入に際

し、補助制度を設けている自治

体の補助内容は、一人一回限

り、上限２万円など、内容的に

は、購入を検討している方の背

中を押す程度のものだ。

２万円で医療や介護、家族の

負担が少しでも緩和できるので

あれば安いものではないか。補

助制度を実施する考えはない

か。

Ⓐ 健康福祉部長 難聴は、高

血圧や糖尿病と並ぶ認知症の危

険因子とされている。国は、難

聴などの危険因子に対する予防

介入研究を進めているところ

で、現時点では、高齢者の補聴

器購入に対する補助制度を設け

る考えは持ち合わせていない。

川村つよし 議員

◀QRコード

(動画配信)

Q

精神にしょうがいや病気
のある方を24時間365日
の体制で支援できる仕組
みについて

Ⓐ

虐待等の緊急時には、夜
間や休日でも市役所の宿
直室から福祉課担当職員
に連絡ができる体制があ
る

【幻覚や幻聴に悩まされたり、

夜眠れなかったりと大変な思い

をされている市民の方への支援

の仕組みについて】

Ｑ 精神しょうがいの種類につ

いて伺う。

Ⓐ 健康福祉部長 精神疾患は

ＷＨＯの分類では、統合失調症

や神経症性障害、ストレス関連

障害など大きく10分類、さら

に細かく78分類に分かれてい

る。

Ｑ 特徴について伺う。

Ⓐ 共通していることは外見か

らは見えにくい疾患で、そのた

め日常生活や社会生活をする上

での生きづらさや困難さが理解

されにくく、社会から孤立して

しまうことがある。

Ｑ 若者で多く発症するとい

う、パニックしょうがいの特徴

について伺う。

Ⓐ パニック障害は不安障害の

一つで、三大症状として、突然

理由もなしに強い不安とともに

動悸や発汗、手足の震えといっ

た症状が起こる「パニック発

作」、パニック発作が起こるの

ではないかと恐れる「予期不

安」、発作が起こりそうな場所

や状況を避ける「回避行動」が

ある。過労、ストレスなど環境

や心身の不調がパニック発作の

引き金となる要因として考えら

れている。

Ｑ ぼんやり死にたいという状

態の「希死念慮」を持たれてい

る方を支えていくためにどうし

たらいいか、現状の対策につい

て伺う。

Ⓐ 福祉政策課長 自殺対策に

関する取組として、相談事業で

毎週水曜に保健福祉センターで

精神保健福祉士による「こころ

の健康相談」を実施している。

Ｑ 地域生活支援拠点等につい

て伺う。

Ⓐ 健康福祉部長 相談につい

ては、障がい者基幹相談支援セ

ンターを中心に行い、令和元年

度は約８千件のうち約７割が精

神障害に関する相談。緊急時の

受入れについては、緊急時居室

確保・支援員確保事業を今年度

から開始している。

花井 守行 議員

◀QRコード

(動画配信)

尾張旭市議会だより令和３年８月15日

⑧

一般質問



Q
いじめ・不登校対策と相
談体制の強化について

Ⓐ
常に検討し、教員、ス
クールカウンセラーなど
の特性を生かしていく

Ｑ 不登校児童・生徒数は、一

昨年度から昨年度にかけて約

30％増加しているが、その要因

は？

Ⓐ 管理指導主事 社会情勢や

家庭環境の変化により不安感や

無力感を感じることだと考え

る。

Ｑ 教育研究室の相談体制の強

化について伺う。

Ⓐ 教育長 今年度、相談日数

を25日分増やした。相談体制

の強化については、常に検討し

ていく必要があるが、まずは、

教員を含めスクールカウンセ

ラー、心の教室相談員など必要

に応じて活用していきたい。

Ｑ 適応指導教室の現状と面接

時に受容・傾聴できるカウンセ

ラー配置について伺う。

Ⓐ 昨年度の登録児童生徒数

は、10名で不登校児童生徒数

の７％である。現時点ではカウ

ンセラーの配置はせず、教員

ＯＢの指導員等が、児童生徒の

居場所となるよう寄り添った面

接を心掛けていく。

Ｑ 小学校スクールカウンセ

ラーは、小学校３校で１名、１

校当たりにすると月に１回の勤

務となり、予約は３か月先と、

相談が追い付いていない現状で

ある。増員の考えについて伺

う。

Ⓐ スクールカウンセラーの配

置については、県から派遣され

ており県へ拡充を働きかけてい

るが、配置増には至っていな

い。

Ⓐ 管理指導主事 市の業務で

のカウンセラーとなると、心の

アドバイザーを活用するため全

体で調整することが必要とな

る。

Ｑ 校内適応指導教室は、不登

校、若しくは不登校傾向にある

子どもが安心して登校できる場

として、また、学校に登校する

ことはできるものの教室に入る

ことが困難な児童生徒の居場所

となる。校内適応指導教室の設

置について伺う。

Ⓐ 学校の実情に応じて設置し

ていくことになるが、教員の配

置も必要となることから、でき

る限りの支援をしていきたい。

その他の質問項目

〇給水装置工事に伴う加入負担

金について

丸山 幸子 議員

◀QRコード

(動画配信)

Q
尾張旭市の無形民俗文化
財の現在の状況について
伺う

Ⓐ

計４つの無形民俗文化財
があり、各保存会により
伝承と後継者育成に努め
ている

Ｑ 無形民俗文化財への取組に

ついて伺う。

Ⓐ 教育部長 各保存会には、

技能の継承等に努めていただい

ている。若い世代の参加を促す

取組として、保存会の活動に参

加した中学生以上の学生の方な

どに対して、教育長からの感謝

のメッセージを添えて図書カー

ドを配付している。今年度は小

学生以下の方にも対象を広げよ

うと考えている。

Ｑ 無形民俗文化財の認知度向

上の推進について伺う。

Ⓐ 子供の頃から地域の文化財

として親しみを持ってもらうな

ど、特に若い世代に対して働き

かけていくことが大切である。

子供や保護者が興味を持ち、参

加したいと思えるような環境づ

くりに努め認知度向上を図る。

Q
住宅地域での交通安全に
ついて伺う

Ⓐ

危険箇所への対策では事
故防止の注意喚起の看板
や道路標識、カーブミ
ラーなどの設置を行って
いる

Ｑ 自転車利用者への対策につ

いて伺う。

Ⓐ 市民生活部長 道路上に路

面ステッカーを貼付し注意を促

すなどの対策を行っている。

Ｑ その他の自転車に対する交

通安全の取組について伺う。

Ⓐ 市民活動課長 各小学校で

３年生を対象に、体験型の自転

車教室の開催を計画している。

ヘルメットの着用を推進するた

め県と協調して、今年４月から

自転車乗車用のヘルメットの購

入補助を行っている。５月末ま

でに107件申請があった。

Ｑ 住宅地域での今後の取組に

ついて伺う。

Ⓐ 市民生活部長 住宅地域で

の交通安全対策として、ゾ−ン

30による整備を進めていく。

また、交通指導員が普段から危

険箇所の把握に努めている。

日比野和雄 議員

◀QRコード

(動画配信)

尾張旭市議会だより 令和３年８月15日

⑨

一般質問



Q
「持続可能な近未来都
市」実現に向けた野心的
な事業提案について伺う

Ⓐ

提案の「尾張旭版ウーブ
ンシティ」は壮大で夢の
ある構想。様々な関係者
との調整が必要と感じる

Ｑ トヨタの実験未来都市

「ウーブンシティ」に対する所

見について伺う。

Ⓐ 企画部長 水素エネルギー

の実用始め、自動運転や人工知

能など先端技術を集結した「実

証都市」で、今後の社会システ

ムを開くような、巨大プロジェ

クトである。ここで開発・蓄積

されたノウハウによって、新し

い価値観や都市像が創り出さ

れ、今後の豊かな暮らしに大き

く貢献するものと期待してい

る。

Ｑ 提案の近未来都市「尾張旭

版ウーブンシティ」を「アフ

ターコロナの持続可能な新たな

まちづくり」や「ポスト土地区

画整理事業」に位置付け、平子

町北地内市有地15haを核に、そ

の隣接地を所有する名古屋市・

愛知県や大学・旭ろうさい病院

と連携した近未来都市実現を目

指すことを提案する。まずは、

先進事例を調査研究してはどう

か伺う。

Ⓐ トヨタ「ウーブンシティ」

の取組では、通信技術や交通手

段といった社会システムに関す

る最先端の技術が数多く試され

るので、今後も引き続き注視し

ていきたい。

その他の質問項目
〇「アフターコロナの新たなま
ちづくり」について

・コロナ禍で表面化した行政課
題とその克服について

・人口減少・超少子高齢社会に
対応できる持続可能なまちづ
くりについて

さかえ章演 議員

◀QRコード

(動画配信)

出典：トヨタ自動車㈱公式企業
サイト

Q
新型コロナワクチン接種
の予約方法は

Ⓐ

電話、ネット予約に追加
して保健福祉センターで
の予約の代行窓口を一時
的に設置した

Ｑ 予約スタート時は、電話が
つながらないなど混乱があった
と聞く。予約ができない方が一
人でもいないようにと考え、担
当課と話をしていたところ、予
約窓口が設置されたわけだが、
状況はどうか。
Ⓐ ワクチン接種推進室長 昨

日より保健福祉センターにて予

約の代行窓口を開設しており、

一日で10人の市民が来庁した。

Ｑ 人員の整備や期間の延長に
ついてはどうか。
Ⓐ 予約状況等に応じて、検討

していく必要がある。

Q
三郷駅周辺まちづくり事
業の進み具合は

Ⓐ
「駅の南側」は地権者が
組合を立ち上げ自らで事
業を実施する

Ｑ 莫大な予算が想定されるが
負担割合はどうなるか。
Ⓐ 都市整備部長 この事業に

係る費用には、組合が保留床を

処分した保留床処分金を充てる

ほか、都市再開発法に基づいた

公共性の高い事業であることか

ら、国・県・市から事業費の一

部として、それぞれの割合で補

助金が交付される。

Ｑ 市独自の補助金支出の予定
はあるか。
Ⓐ 三郷駅周辺整備推進室長
現時点では、予定されていない。

Q
公表されていないマイク
ロ水力発電システム導入
事業の説明を求める

Ⓐ
本市の水道施設の一部を
使い水力発電事業を開始
する

Ｑ 公表には至っていないが、
この事業が進�しており令和４
年度からはエネルギーとして供
給を開始する運びと聞くが、そ
の経緯は。
Ⓐ 都市整備部長 再生可能エ

ネルギーの活用に取り組んでい

る団体から事業の提案があり、

検討した結果、本市の水道施設

において実施が可能と判断し

た。

Ｑ 事業者の選定は、紹介団体
からの推薦か、安全性は大丈夫
か。
Ⓐ 上水道課長 他の自治体で

の実績や安全性を確認して選定

した。

山下 幹雄 議員

◀QRコード

(動画配信)

尾張旭市議会だより令和３年８月15日

⑩

一般質問
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